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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 7,415 21.4 1,955 17.5 2,033 18.7 1,388 17.2

2021年３月期第３四半期 6,106 － 1,664 － 1,713 － 1,184 －
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 1,388百万円( 17.2％) 2021年３月期第３四半期 1,184百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 48.44 48.22

2021年３月期第３四半期 42.00 41.15
　

(注) 2021年３月期通期決算より連結財務諸表を作成しているため、2021年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率に

ついては記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 10,427 5,553 53.2

2021年３月期 5,473 4,750 86.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 5,547百万円 2021年３月期 4,750百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 4.70 － 11.30 16.00

2022年３月期 － 8.00 －

2022年３月期(予想) 8.10 16.10
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,551 16.8 2,658 30.5 2,659 26.4 1,910 25.4 66.58
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(４)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会
計方針の変更)」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 28,788,000株 2021年３月期 28,383,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 129株 2021年３月期 129株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 28,656,798株 2021年３月期３Ｑ 28,202,281株

　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断するる一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
　決算補足説明資料につきましては、四半期決算発表と同時にTDnet及び当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として先行きは不

透明な状況が続いております。

当社グループの主力事業である障害福祉業界においては、わが国の障害者の総数は964.7万人となり、障害者数

全体は増加傾向にあります。障害福祉サービスの利用者も年々増加しており、2018年12月から2019年12月までの

サービス利用者数の伸び率は全体で5.8％となっております。このうち、当社グループの主なサービス対象である

精神障害者の伸び率は7.6％、障害児の伸び率は10.6％であり、とりわけ高い伸び率となっております（厚生労働

省「障害福祉分野の最近の動向」、2020年）。これらの増加傾向は中長期的に継続していくものと考えておりま

す。さらに、2021年３月より、民間企業における障害者の法定雇用率が2.2％から2.3％に引き上げられ、障害者

雇用に対する高いニーズが見込まれます。

当社グループは、このような事業環境のなか、全国規模で事業所の継続的拡大を進めてまいりました。当第３

四半期連結累計期間では、新たに就労移行支援事業所を８拠点、療育事業所を５教室開設いたしました結果、当

第３四半期連結累計期間末における当社グループの拠点数は、就労移行支援事業が88拠点、療育事業所が51拠点

となりました。

さらに、第２四半期連結会計期間において、当社グループの主力事業である「障害福祉事業」との相乗効果を

視野に入れ、５-アミノレブリン酸（「５-ＡＬＡ」）の商品販売を中心とする「ヘルスケア事業」を開始いたし

ました。５-ＡＬＡは、天然アミノ酸の一種で、細胞内のエネルギー代謝を促進する力を持ちます。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高7,415,339千円、営業利益1,955,700千円、

経常利益2,033,994千円、親会社株主に帰属する四半期純利益1,388,202千円となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

なお、第２四半期連結会計期間において新たな報告セグメントの区分として、従来の「障害福祉事業」に加え

て「ヘルスケア事業」を新設しております。

（障害福祉事業）

障害福祉事業については、新型コロナウイルス感染拡大が厳しい状況下において、感染拡大防止策を講じた結

果、利用者数は順調に推移しました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は6,878,427千円、セグメント利益は1,761,229千円となりました。

（ヘルスケア事業）

天然アミノ酸の一種である５-アミノレブリン酸（「５-ＡＬＡ」）の商品販売を行っております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は536,912千円、セグメント利益は218,537千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は8,870,296千円(前連結会計年度末は4,080,409千円)で、

前連結会計年度末に比べ4,789,887千円増加しております。主な増加要因は、商品の増加1,765,989千円、原材料

及び貯蔵品の増加331,987千円、短期貸付金の増加1,700,000千円、その他の増加838,424千円等によるものであり

ます。

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は1,557,684千円(前連結会計年度末は1,392,766千円)で、

前連結会計年度末に比べ164,918千円増加しております。増加要因は、投資その他の資産の増加135,916千円等に

よるものであります。
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(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,329,182千円(前連結会計年度末は678,775千円)で、

前連結会計年度末に比べ650,406千円増加しております。主な増加要因は、１年内償還予定の社債の増加

100,000千円、１年内返済予定の長期借入金の増加499,120千円、未払法人税等の増加57,884千円等によるもの

であります。また、主な減少要因は、賞与引当金の減少34,192千円、未払金の減少89,369千円であります。

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は3,544,976千円(前連結会計年度末は44,391千円)で、

前連結会計年度末に比べ3,500,585千円増加しております。主な増加要因は、社債の増加385,800千円、長期借

入金の増加3,109,998千円によるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は5,553,821千円(前連結会計年度末は4,750,008千円)で、

前連結会計年度末に比べ803,813千円増加しております。主な増加要因は、利益剰余金の増加794,649千円等に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年８月13日に発表いたしました2022年３月期連結業績予想につきましては、現時点において変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,601,852 2,544,780

売掛金 1,397,705 1,608,262

商品 － 1,765,989

原材料及び貯蔵品 6,860 338,847

短期貸付金 － 1,700,000

その他 75,528 913,953

貸倒引当金 △1,537 △1,537

流動資産合計 4,080,409 8,870,296

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 614,451 630,920

その他 170,534 186,206

有形固定資産合計 784,986 817,127

無形固定資産

のれん 78,471 71,745

その他 25,731 29,318

無形固定資産合計 104,202 101,064

投資その他の資産 503,577 639,493

固定資産合計 1,392,766 1,557,684

資産合計 5,473,175 10,427,981

負債の部

流動負債

1年内償還予定の社債 28,400 128,400

1年内返済予定の長期借入金 880 500,000

リース債務 1,276 1,467

未払金 186,510 97,141

未払法人税等 300,663 358,548

賞与引当金 74,790 40,598

その他 86,254 203,027

流動負債合計 678,775 1,329,182

固定負債

社債 43,800 429,600

長期借入金 － 3,109,998

リース債務 － 5,378

長期未払金 591 －

固定負債合計 44,391 3,544,976

負債合計 723,167 4,874,159
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 335,519 337,138

資本剰余金 332,519 334,138

利益剰余金 4,082,130 4,876,780

自己株式 △167 △167

株主資本合計 4,750,002 5,547,888

新株予約権 6 5,932

純資産合計 4,750,008 5,553,821

負債純資産合計 5,473,175 10,427,981
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 6,106,646 7,415,339

売上原価 3,622,340 4,528,387

売上総利益 2,484,305 2,886,952

販売費及び一般管理費 819,540 931,251

営業利益 1,664,764 1,955,700

営業外収益

受取利息 529 11,520

助成金収入 45,684 65,380

その他 4,431 19,483

営業外収益合計 50,646 96,384

営業外費用

支払利息 992 7,936

固定資産除却損 1,349 612

社債発行費 － 9,539

その他 6 1

営業外費用合計 2,348 18,090

経常利益 1,713,062 2,033,994

特別損失

減損損失 5,384 20,521

特別損失合計 5,384 20,521

税金等調整前四半期純利益 1,707,677 2,013,473

法人税、住民税及び事業税 474,579 606,218

法人税等調整額 48,638 19,052

法人税等合計 523,217 625,270

四半期純利益 1,184,460 1,388,202

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,184,460 1,388,202
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 1,184,460 1,388,202

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 1,184,460 1,388,202

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,184,460 1,388,202

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、ウェルビーリンク株式会社を連結の範囲に含めており

ます。

なお、2021年８月13日付で、ウェルビーリンク株式会社は、ウェルビーヘルスケア株式会社に社名変更して

おります。

（会計方針の変更）

１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基

準等の適用による当四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに

従っておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28－15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

２．「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルスの感染拡大の会計上の見積りに与える

影響）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定について重要な変

更はありません。
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（セグメント情報等）

　前第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

　 当社グループは、障害福祉事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額（注)２障害福祉事業

ヘルスケア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,878,427 536,912 7,415,339 － 7,415,339

　セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 6,878,427 536,912 7,415,339 － 7,415,339

セグメント利益 1,761,229 218,537 1,979,766 △24,065 1,955,700

(注）１．セグメント利益の調整額△24,065千円は、各報告セグメントに配分していない販売費及び一般管理費となり

ます。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　「障害福祉事業」において移転が決定している事業所等の固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　なお、当該減損損失の計上額は20,521千円であります。

　３ 報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループの報告セグメントは、従来より「障害福祉事業」の単一セグメントでありましたが、連結子会

社であるウェルビーヘルスケア株式会社において、ヘルスケア事業を開始したことに伴い、第２四半期連結会

計期間より「ヘルスケア事業」を新たに報告セグメントとしております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

　 （単位：千円）

報告セグメント
合計

障害福祉事業
ヘルスケア

事業
計

就労移行支援事業 4,872,754 － 4,872,754 4,872,754

療育事業 1,975,299 － 1,975,299 1,975,299

その他 30,373 536,912 567,286 567,286

顧客との契約から生じる収益 6,878,427 536,912 7,415,339 7,415,339

その他収益 － － － －

外部顧客への売上高 6,878,427 536,912 7,415,339 7,415,339

　



10

（重要な後発事象）

多額な資金の借入

当社は、2021年12月21日開催の取締役会において、資金の借入について決議いたしました。概要は次のとおり

であります。

１．資金使途：運転資金

２．借入先：独立行政法人福祉医療機構

３．借入金額：446百万円

４．借入金利：固定金利

５．借入実行日：2022年１月11日

６．借入期間：15年間

７．担保の有無：無担保

　


